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逗
子
の
鎮
守
、
応
神
天
皇
を

祀
る
亀

か
め
が
岡お
か八
幡
宮
に
は
、
ケ
ヤ

キ
や
イ
チ
ョ
ウ
の
大
木
が
何
本

も
あ
り
、「
か
ま
く
ら
と
三
浦
半

島
の
古
木
・
名
木
50
選
」
に
選

ば
れ
て
い
る
。

　
ケ
ヤ
キ
は
ニ
レ
科
の
落
葉
高

木
で
、
高
さ
30
〜
40
ｍ
、
幹
の

直
径
２
ｍ
に
も
な
る
。
樹
皮
は

灰
褐
色
で
平
滑
だ
が
、
老
樹
に

な
る
と
鱗
片
状
に
は
が
れ
る
。

葉
は
互
生
し
て
二
列
に
並
び
、

狭
卵
形
か
卵
状
長
楕
円
形
で
、

３
〜
７
㎝
、
縁
に
鋸
歯
が
あ
る
。

日
本
の
代
表
的
な
広
葉
樹
の
一

つ
で
、
新
緑
、
紅
葉
（
黄
葉
）

の
み
な
ら
ず
、
箒
状
の
樹
形
が

あ
ら
わ
に
な
る
冬
季
の
佇
ま
い

に
も
趣
き
が
あ
る
。

　
同
宮
は
、
な
だ
ら
か
な
岡
で
、

亀
の
背
中
の
よ
う
で
あ
っ
た
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
、鎌
倉
の
「
鶴

岡
八
幡
宮
」
に
対
し
「
亀
岡
八

幡
宮
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い

う
。
逗
子
市
役
所
隣
の
境
内
で

は
、「
逗
子
の
市
」（
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
骨
董
市
＝
２
面
に
ご

案
内
）
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
、
地
域
の
集
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

　
年
間
約
１
２
０
０
万
人
の
観

光
客
が
訪
れ
る
鎌
倉
で
10
月
15

日
、
お
も
て
な
し
の
意
思
表
示

マ
ー
ク
を
活
用
し
た
実
証
実

験「I ア
イ
ム

'm O

オm

モot

テen

ナab

ブle

ル! 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
行
わ
れ
た
。

　
日
本
で
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
実

施
・
運
営
す
る
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会

（
東
京
都
千
代
田
区
、
藤
沢
裕

厚
理
事
長
）
が
、
10
月
19
日
を

「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
日
」
と
制
定

し
、
今
年
は
困
っ
て
い
る
訪
日

外
国
人
観
光
客
と
、
英
語
に
自

信
は
な
い
が
お
も
て
な
し
に
携
わ

り
た
い
人
の
架
け
橋
を
し
て
、
持

続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
を
し

よ
う
と
企
画
し
た
。
お
も
て
な
し

を
す
る
側
に
は
事
前
に
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
試
験
を
受
験
し
て

も
ら
い
、
当
日
結
果
を
示
し

た
証
書
を
手
渡
し
、
意
思
を

表
す
「
オ
モ
テ
ナ
ブ
ル
マ
ー

ク
」
を
付
け
て
も
ら
っ
た
。

　
実
証
実
験
参
加
者
の
前
橋

佑
樹
さ
ん
（
26
）
は
鎌
倉
駅
西

口
改
札
付
近
で
さ
っ
そ
く
、
駅

に
着
い
た
外
国
人
に
話
か
け
、

行
き
先
や
、
バ
ス
乗
り
場
を

案
内
。
事
前
に
試
験
を
受
け

域
と
つ
な
が
っ
て
い
な
い
人
の

つ
な
げ
方
を
話
し
合
っ
た
。
各

班
で
、
話
を
聞
く
こ
と
や
相
談

に
の
る
こ
と
、
情
報
提
供
、
居

場
所
づ
く
り
を
す
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
提
案
が
あ
っ
た
。

　
西
さ
ん
か
ら
、
話
し
合
い
の

中
で
地
名
や
施
設
名
、
人
の
名

前
な
ど
を
具
体
的
に
あ
げ
て
共

有
す
る
こ
と
や
、
鎌
倉
ら
し
さ
、

歴
史
的
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
な
が

り
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
な
ど

の
提
案
が
あ
っ
た
。

　
市
で
は
「
困
っ
て
い
る
人
を

ど
う
や
っ
て
人
や
地
域
に
つ
な

げ
て
い
く
か
、
今
後
も
皆
さ
ん

と
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

　
自
ら
が
望
む
形
で
人
・
地
域
・

社
会
と
つ
な
が
り
、
誰
も
孤
立

す
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
自
分

ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

鎌
倉
市
と
鎌
倉
市
社
会
福
祉
協

議
会
、
鎌
倉
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
運
営
会
議
、
き
し
ろ
社
会

事
業
会
の
４
者
が
今
年
４
月
、「
鎌

倉
市
版
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民
連

携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
創
設

し
、「
こ
こ
か
ま
」
の
通
称
で
運

営
を
開
始
し
て
い
る
。

　
そ
の
活
動
を
広
げ
よ

う
と
、
市
内
の
市
民
団

体
や
福
祉
団
体
に
呼
び

か
け
、
10
月
６
日
鎌
倉

市
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

講
演
会
と
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
形
式
の
団
体
交
流

会
が
開
か
れ
、
孤
独
・

孤
立
を
予
防
す
る
地
域

づ
く
り
に
関
心
の
あ
る

30
団
体
が
参
加
し
た
。

　
初
め
に
、
川
崎
市
の

医
師
・
西
智
弘
さ
ん
が

「
社
会
的
処
方
か
ら
考
え

る
人
の
つ
な
が
り
・
地
域
の
つ

な
が
り
」
の
題
で
講
演
し
た
。

　
西
さ
ん
は
、「
暮
ら
し
の
保
健

室
」
や
「
社
会
的
処
方
研
究
所
」

を
運
営
す
る
「
一
般
社
団
法
人

プ
ラ
ス
ケ
ア
」
を
２
０
１
７
年

に
設
立
。「
暮
ら
し
の
保
健
室
」

は
、
医
療
や
保
健
福
祉
の
専
門

家
と
病
気
や
健
康
に
つ
い
て
気

軽
に
語
り
合
え
る
場
で
、
こ
れ

ま
で
に
延
べ
１
５
０
０
人
以
上

の
市
民
が
利
用
し
て
い
る
。
西

さ
ん
は
、
従
来
の
医
療
の
枠
組

み
で
は
対
処
が
難
し
い
問
題
に

対
し
、「
地
域
で
の
人
の
つ
な
が

り
」を
処
方
す
る「
社
会
的
処
方
」

を
解
説
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、
参
加
者
は
６
班

に
分
か
れ
て
、
子
育
て
中
の
女

性
、
失
業
中
の
人
、
転
居
者
、

不
登
校
の
若
者
な
ど
、
人
や
地

子
ど
も
た
ち
と
の

帰
り
道
に
「
行
き
は

よ
い
よ
い
、
帰
り
は

こ
わ
い
」の「
通
り
ゃ

ん
せ
」
を
口
ず
さ
ん

で
い
る
と
、子
ど
も
か
ら「
何
、

そ
の
歌
？
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
▼
知
っ
て
い
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
の
で
「
信
号
機

で
流
れ
て
い
る
音
楽
だ
け
ど
、

聞
か
な
い
？
」
と
返
答
す
る

も
、
子
ど
も
た
ち
は
「
？
？
」

で
し
た
▼
確
か
に
最
近
は
音

楽
が
流
れ
て
い
る
交
差
点
に

遭
遇
し
な
い
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
し
た
▼
信
号
機
か
ら
流

れ
て
い
な
い
は
ず
な
の
に
、

い
ま
だ
に
私
の
脳
内
で
は
勝

手
に
音
楽
が
流
れ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
当
た
り

前
と
思
っ
て
い
た
風
景
な
ど

が
い
つ
の
間
に
か
変
化
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た

と
同
時
に
、「
今
」
も
歴
史
の

一
部
で
あ
る
と
認
識
さ
せ
ら

れ
た
こ
と
で
様
々
な
方
法
で

記
録
を
残
し
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
し
た
。 

（
Ｎ
）

11月

　
　

 
亀
岡
八
幡
宮
の
ケ
ヤ
キ

文
　
　
小
林
千
穂

写
真
　
松
原
省
吾

鎌
倉
木き

樹ぎ

め
ぐ
り　　　
⑧

　

10
月
に
市
民
団
体
と
交
流
会

人
と
地
域
を
つ
な
げ
る
「
こ
こ
か
ま
」

孤
独
・
孤
立
対
策
の
話
し
合
い

英
語
で
道
案
内
す
る
前
橋
さ
ん

日時：11月14日（木）13時～16時50分
会場：鎌倉生涯学習センター
第 1部　式典（13：00～）
 式辞　　表彰式
 感謝状授与式　　来賓祝辞
第 2部　記念講演（14：00～14：30）
 「生きがいと健康づくり」
   　鎌倉市健康福祉部長　鷲尾礼弁さん
第 3部　記念落語会（14：50～16：50）
 桂　　　　歌助さん（真打）
 小梅美ゆ紀さん（三味線俗曲）
 桂　　れん児さん（前座）

申込・問合せ

鎌倉市社会福祉協会 ☎ 0467・23・1075

みらいふる鎌倉
鎌倉市老人クラブ連合会

創立 60周年大会

　
▼
宝
物
風
入
　
２
〜
４
日

円
覚
寺
、
建
長
寺
。
虫
干
し

を
兼
ね
て
寺
宝
を
公
開
。

　
▼
国
宝
舎
利
殿
特
別
公
開

２
〜
４
日
円
覚
寺
。

　
▼
丸
山
稲
荷
社
火
焚
祭
　

　
８
日
14
時
、
鶴
岡
八
幡
宮

境
内
。
五
穀
豊
穣
、
無
病
息

災
祈
願
。
鎌
倉
神
楽
奉
納
。

　
▼
写
真
供
養
感
謝
祭
　
９

日
11
〜
14
時
、
浄
智
寺
。

　
▼
七
五
三
祈
請
祭 

15
日
。

女
子
７
歳｢

帯
解
き｣

、
男
子

５
歳｢

袴
着｣

、男
女
３
歳「
髪

置
き
」
息
災
と
幸
福
祈
願
。

　
▼
新
嘗
祭
　
23
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
収
穫
の
感
謝

と
国
の
弥
栄
を
祈
念
。

　
▼
時
頼
忌
俳
句
大
会
　
23

日
11
時
、
建
長
寺
。

　
▼
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
　

23
日
〜
12
月
８
日
長
谷
寺
。

　
▼
湘
南
の
宝
石
　
23
日
〜

２
月
28
日
江
ノ
島
サ
ム
エ

ル
・
コ
ッ
キ
ン
グ
苑
な
ど
。

　
▼
一
ツ
火
法
要
　
27
日
遊

行
寺
。
17
時
整
理
券
配
布
。

灯
火
を
燈
し
仏
法
甦
り
念
仏

祈
念
。

オ
モ
テ
ナ
ブ
ル
マ
ー
ク
を
架
け
橋
に

外
国
人
観
光
客
の
案
内
役

て
満
足
の
い
く
得
点
だ
っ
た
こ

と
や
、
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
た

こ
と
が
お
守
り
の
よ
う
で
自
信

に
つ
な
が
っ
た
と
話
し
、
今
後

の
お
も
て
な
し
へ
の
意
欲
を
示

し
た
。

　
飲
食
店
経
営
の
山
内
宏
幸
さ

ん
（
48
）
は
、
店
に
き
た
外
国

人
に
メ
ニ
ュ
ー
を
説
明
し
、
運

ば
れ
て
き
た
金
平
糖
や
抹
茶
の

こ
と
、
食
べ
方
、
飲
み
方
な
ど

を
話
し
た
。「
あ
わ
て
る
と
わ
か

ら
な
く
な
る
の
で
、
余
裕
を
持

て
た
ら
」
と
い
い
、「
マ
ー
ク
を

付
け
て
い
た
の
で
積
極
的
に
対

応
で
き
た
」
と
満
足
顔
。

　
同
協
会
総
務
部
の
松
田
隆
部

長
（
49
）
は
、「
参
加
者
た
ち
の

終
わ
っ
た
後
の
笑
顔
が
よ
か
っ

た
。『
通
じ
た
』
と
い
う
実
感
を

得
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
。

上
手
・
下
手
に
関
わ
ら
ず
お
も

て
な
し
の
心
が
大
事
」
と
手
応

え
を
感
じ
て
い
た
。

葉
山
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行

日
常
生
活
の
足
を
確
保

　
葉
山
町
は
公
共
交
通
が
不
足

し
て
い
る
地
域
で
の
町
民
の
足

と
な
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
は
や

ま
る
タ
ク
シ
ー
」
の
実
証
実
験

を
開
始
し
た
。
10
月
21
日
に
役

場
駐
車
場
で
関
係
者
を
集
め
た

出
発
式
が
行
わ
れ
、
10
人
の
利

用
が
あ
っ
た
。

　
第
１
地
区
（
長
柄
・
堀
内
）
は

12
月
６
日
ま
で
の
平
日
９
時
半

〜
14
時
半
を
運
行
期
間
と
し
て
、

表
示
さ
れ
た
26
カ
所
の
乗
降
ポ

イ
ン
ト
を
結
び
、買
い
物
や
役
場
、

図
書
館
、
通
院
な
ど
生
活
の
足

を
京
急
葉
山
交
通
が
運
行
す
る

ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー
で
確
保
す
る
。

実
証
運
行
で
は
、
乗
降
ポ
イ
ン
ト

以
外
の
場
所
で
の
乗
り
降
り
は

で
き
ず
、
逗
子
駅
や
逗
子
・
葉

山
駅
へ
の
運
行
は
な
い
。

　
利
用
は
完
全
予
約
制
で
、
電

話
か
、
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
で

の
申
込
に
応
じ
た
オ
ン
デ
マ
ン

ド
方
式
を
用
い
、
建
設
技
術
研

究
所
の
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
最
適
な
経
路
を

判
断
し
て
巡
行
。
８
人
ま
で
乗

車
で
き
る
。

　
予
約
は
、
１
週
間
前
か
ら
乗

車
希
望
時
間
の
30
分
前
ま
で
15

分
刻
み
で
で
き
る
。

料
金
は
、
長
柄
地
区
内
で
の
乗

降
は
２
０
０
円
、
長
柄
・
堀
内

間
は
３
０
０
円
。

　
第
２
地
区
（
下
山
口
・
一
色

ほ
か
）
は
12
月
９
日
〜
来
年
１

月
31
日
の
実
証
運
行
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
担
当
課
に
よ
る
と
、
Ａ

Ｉ
ア
プ
リ
を
用
い
た
オ
ン

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行

は
藤
沢
市
で
事
例
が
あ
る

が
、
交
通
空
白
地
有
償
運

送
の
ス
キ
ー
ム
で
は
県

内
で
も
初
の
事
と
い
う
。

　
山
梨
崇
仁
町
長
は
「
町

の
交
通
の
不
便
を
解
消
し
、
葉

山
に
ふ
さ
わ
し
い
形
を
目
指
し

た
い
」
と
意
気
込
む
。

　
予
約
セ
ン
タ
ー
（
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
・
平
日
９
〜
15
時
）
☎

０
８
０
０・
１
７
０・
６
６
０
０
、

ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
で
申
込
。 

（
Ｋ
）

 「はやまるタクシー」出発式
 ＝10月21日葉山町役場前


